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本日の流れ 

1.ICTビジョン策定・ICTマネジメント体制の構築 
 

2.ICT機器導入パターンの検討・タブレット選定 
 

3.タブレット通信方法・ネットワーク環境構築 
 

4.タブレット導入方法・保守対応例 
 

5.導入事例 
 

6.セキュリティ・使用ルール 
 

7.まとめ 
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1. ICTビジョン策定・ICTマネジメント体制の構築 

学校として育成したい資質・能力から逆算して 

ICT導入の目的（課題）、活用場面や方法を学内で検討。 
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検証 

本選定 
導入前研修 

ビジョン策定 

組織的検討 

活用方法検討 

仮選定 

診断 

試用・実験 

本導入 

学内普及 

導入後研修 

フィードバック 

予算確保 

学内すりあわせ 
PDCAを回す 

事前検証の重要性 

補助金など 

ICT推進委員会を設置し、上記のサイクルを「半年から1年」で回していく。 

→ICTは進歩のスピードが速いため、定期的な見直しが必要（特に機器・アプリ） 

ICT推進委員会の設置 
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1. ICTビジョン策定・ICTマネジメント体制の構築 

啓蒙、アプリの使い方 

教員の事例共有会 
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1. ICTビジョン策定・ICTマネジメント体制の構築 

生徒の多様な資質・能力の向上 

生徒１人１台端末のＩＣＴ環境 

ＩＣＴで実現する学習方略 

個別学習 協働学習 

目的 

手段 

情報共有 
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1. ICTビジョン策定・ICTマネジメント体制の構築 

ＩＣＴ活用で実現する３つの学習方略 

２．個別学習   生徒に合った進度・内容で学習し、知識定着を実現。 
           教員は学習管理の効率化、テスト採点など省力化を実現。 

３．協働学習   生徒同士・教員と生徒の双方向型の授業を実現。 
           思考力・判断力・表現力や主体性・協働性を効果的に学習。 

１．情報共有   教材・宿題などの配布・回収の効率化を実現。 
           生徒・教員・保護者間の連絡を瞬時に実施。 
           ｅポートフォリオにより学習成果の蓄積・共有が容易に。            
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1. ICTビジョン策定・ICTマネジメント体制の構築 

【他校事例】 
神奈川大学附属中高 
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1. ICTビジョン策定・ICTマネジメント体制の構築 

【他校事例】 神奈川大学附属中高 
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1. ICTビジョン策定・ICTマネジメント体制の構築 

【他校事例】 神奈川大学附属中高 



2.ICT機器導入パターンの検討・タブレット選定 

主なタブレット 

Windows iPad Chrome 

導入方法 

購入 レンタル リース 

タブレット通信方法 

Wi-fi セルラーモデル
（携帯電話会社） 

学校事情に合わせて上記を組み合わせて導入パターンを検討。 
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2.ICT機器導入パターンの検討・タブレット選定 
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・Surface Goなど 
 
価格帯：40,000～60,000円 
OS：Windows OS 
メーカー：マイクロソフト/富士通/東芝/HP/Lenovo/ASUS/Acer等 
キーボード：着脱式・本体とセット価格（一部別売り） 
外部端子：USB Type-AまたはC（機種による） SDカードリーダー 
 

iPad 

価格帯：38,000～50,000円 
OS：iOS 
メーカー：Apple 
キーボード：別売り（定価15,800円程度） 
外部端子：Lightningコネクタ 

Chrome 
・Chromebook 
 
価格帯：35,000～50,000円 
OS：Chrome OS 
メーカー：Lenovo/ASUS 等 
キーボード：一体型（一部着脱可） 
外部端子:USB Type-AまたはC（機種による） 
       SDカードリーダー 

特徴 
• 軽量で持ち運びしやすい。 
• 直感的に操作しやすい。 
• Apple専売のため価格変動があまりない。 
• USB端子がない。 

特徴 
• 豊富な機種やアプリ・ソフトウェアで学
校のニーズに幅広く対応。 

• ノートＰＣ・タブレットのどちらでも活用で
きる2in1デバイスが多い。 

• オフライン時でも動作するソフトが多い。 

特徴 
• 安価なモデルが多い。 

• 基本的にはデータをクラウド上に保存。ネッ
ト接続がほぼ必須となる。 

• Webアプリがメインのためオフライン時は利
用に制限がかかる場合がある。 

Windows 
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2.ICT機器導入パターンの検討・タブレット選定 

1.ノートＰＣ / タブレット 使用場面・頻度の検討 
 

・ノートＰＣ：レポート作成、eポートフォリオ、問題演習型の個別学習 
       プログラミング学習などアウトプット中心 
 

・タブレット：動画・WEB閲覧、写真・動画撮影、調べ学習など簡易作業 
       ペン活用、課外活動（持ち運びが容易）などインプット中心 
 

⇒ 基本的にはどちらにも活用できる「2in1デバイス」がお勧め。 
  タブレット（iPad）を活用する場合、通信は「セルラーモデル」がお勧め。 

タブレット選定のポイント 

2.タブレットで「できること」に大差なし 選定条件の検討 
 

・学校や企業で多く使われている「Office」は基本的にどのタブレットでも  
 使用可能（互換性・使いやすさには差がある）であるなど、特定のタブレットで  
 しか使用できないアプリ・サービスは減少傾向。 
 

・同価格帯の製品であれば機器性能に極端に差がない場合が多い。 
 

⇒「2in1デバイス or タブレット」「ネット接続必須」など、各タブレットの基本的   
  な設計思想で比較して方向性を決めた後、メモリ・保存容量などを検討する。 



3.タブレット通信方法・ネットワーク環境構築 
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1.Wi-fi環境構築 
 
2.セルラーモデル（携帯電話通信）利用 
 
3.Wi-fi環境とセルラーモデルを両立 

タブレット通信方法 ３パターン 
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セルラーモデル 

〇 初期設備投資が不要 
 

〇 屋外でもネット接続可能 
  ⇒部活動・校外学習など 
 

〇 ネット接続に関する学校の  
  負担が大幅に軽減される 
 

 

△ 教室ごとのつながりやすさ 
 

× 毎月の通信費がかかる 
 

× 通信制限の可能性 
 ⇒Wi-fi接続との使い分け 

Wi-fi 

〇 基本的に通信制限がない 
 

〇 様々な端末を接続できる 
 

〇 保護者負担が少ない 
 

× 初期設備投資が高額 
 

× 定期的に機器の点検 
  交換が必要 

3.タブレット通信方法・ネットワーク環境構築 
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• ICTのトラブル ≒ ネット接続の問題 
 

• 業者は完璧な「事前検証」はできない 

 ⇒ 学年全体、全学年など大規模台数を一斉にネット接続してテスト 

   することができないため、エラーは一定の割合で起こる。 

 ⇒ クラスごとに接続タイミングをずらすなど、導入初期は一定のエラー 

  が起こる前提で計画を立てることも必要。  
 

• 学校ごとにネット接続環境は異なる 「他校事例」を参照できない 

 ⇒ 学校の立地によって、ネット接続スピードなどの状況は異なる。 

   Wi-fi機器（アクセスポイントなど）も、教室のつくりによって無線 

   の送受信の状況は異なる。 

 ⇒ 導入後の状況に合わせて、追加工事などで修正対応することが必要。 

3.タブレット通信方法・ネットワーク環境構築 

Wi-fi環境について 
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Ｑ.  

 家庭学習で生徒にタブレットを使わせる場合、セルラーモデルの方がいいか？ 

 

Ａ. 

 導入校にヒアリングすると、Wi-fiモデルでも特に問題ない学校が多い。 

 新入生200～300名規模の学校でも、家庭にWi-fi環境のない生徒は1名程度。 

 保護者会で家庭用Wi-fi機器（数千円程度）を準備してほしい旨を伝達する程度で、 

 特に質問もない場合が多い。 

 どうしても家庭にWi-fi環境用意できない生徒は、学校でお知らせや課題などをダウ 

 ンロードしてから帰宅するなどの指示をして対応している。 

3.タブレット通信方法・ネットワーク環境構築 

Wi-fi環境のよくある質問 
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• 複数年契約がお得 

 ⇒ 2～3年契約を条件として「本体機器費用+通信費」を一般より安価で 

   提供される場合が多く、通信費分、保護者負担が増える訳ではない。 
 

• データ通信制限に注意 

 ⇒ 一般的にデータ通信量を3G～8Gの間で契約する場合が多い。 

   契約した通信量が少ない場合、誤って動画などに接続し続けると、す 

   ぐに速度制限がかかってしまう。 

 ⇒ 余裕を持ったデータ通信量で契約する。 

   生徒にネット接続のルールを徹底する。 

   学校内でWi-fi環境が使える場合、そちらに接続して使い分ける。 

 

 

 

 

3.タブレット通信方法・ネットワーク環境構築 

セルラーモデルについて 



4.タブレット導入方法・保守対応例 
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項目 購入 レンタル リース 

機器 機種を自由に選定 

・レンタル会社の在庫 

・希望機種をレンタル
会社に購入させる（費
用は割増） 

機種を自由に選定 

契約期間 ― 
短期～長期 

（一般的には2～3年
単位） 

長期（年単位） 

購入費用を分割支払
するイメージ 

所有権 学校 レンタル会社 リース会社 

月額料金 ― 基本的にリース料より割高 
期間が短くなる程さらに割高 

基本的にレンタルより割安 
期間満了後の再リース料は 

さらに割安 

保守対応 学校対応 レンタル会社 学校対応 

途中解約可否 ― 原則不可 原則不可 

契約期間終了後 ― 
返却 

または再レンタル 
返却 

または再リース契約 
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4.タブレット導入方法・保守対応例 

購入 

• 購入パターンは、中学校、高校で1台ずつ、中高で1台（高校単独校なら3年）が一般的。 
• 故障の場合の対応は、教職員やICT支援員の方が行う場合が多いが、生徒自身が対応する学校

もある。 
• 故障時の保証については、商社などが提供する延長保証サービスをつけるのが一般的。保証

期間は2～5年、保証金額も選択の幅がある。 

レンタル 

• 契約年数（一般的に２～３年）ごとに機種入替可能なため、常に最新機種利用可能。 
• 保守・保証対応をレンタル会社が行い、教職員の省力化につながる。 

リース 

• 学校が共有用ＰＣ・教職員用ＰＣを購入する際、分割支払希望がある場合の導入パターン。 
• 学校のメリットは、分割支払対応、固定資産税などの事務手続きの省力化など。 
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4.タブレット導入方法・保守対応例 

購入の場合の保守対応例 

作業工程 作業内容 検討事項

生徒様・保護者様 学校様 サポートセンター メーカー

依頼
学校様にて生徒様・保護者様よりお問い合わせを

受け付けます。
－

操作案内と

原因切り分け

学校様よりサポートセンターへ

電話でお問い合わせをいただきます。

サポートセンターでは原因切り分けの上、

端末の操作方法等をご案内いたします。

－

復旧

学校様にて端末操作を実施。

復旧しご利用いただける状態になった場合は、

該当の端末を生徒様・保護者様へ

返却していただきます。

－

端末不良

（ハード）

学校様より生徒様・保護者様へ代替機を貸与。

サポートセンターよりメーカーへ

該当の端末の詳細状況をお伝えし

対応を依頼いたします。

－

端末不良

（ソフト）

学校様より生徒様・保護者様へ代替機を貸与。

サポートセンターよりメーカーへ

該当の端末の詳細状況をお伝えし

対応を依頼いたします。

生徒様・保護者様、学校様側で、

独自にインストールされた

ソフトウェアやアプリケーションについては

販売元にご確認いただくよう

ご案内する場合がございます。

動作検証

端末修理

学校様よりメーカーへ不良端末を発送いただき、

動作検証・端末修理をいたします。
－

端末返却
復旧・修理が完了次第、サポートセンター（キッティン

グ工場）より学校様に端末を返却いたします。
－

代替機返却
生徒様・保護者様へ貸与いただいた代替機を

学校様で回収していただきます。
－

対応フローチャート

　　　　　　　電話でのご案内で復旧しない場合は、下記の対応フローへ進む。

代替機

貸与

各種案内

切り分け

問合せ

受付
問合せ

問合せ

受付

端末返却

動作検証

端末修理

端末操作
復旧

端末受け取り

端末

受け取り

代替機

受け取り

代替機

返却

端末

受け取り

不良端末

発送

不良端末

受け渡し

問合せ

依頼

代替機

受け取り

代替機

受け取り

代替機

貸与

代替機

貸与

問合せ

受付

※ 学校が代替機を用意することが重要 
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5.導入事例（東京立正中高） 

※ 参考資料：コアネット教育ICT総合ソリューション 5・6ページ 

【導入状況】 
 

• 校内wi-fi環境整備。 
 

• 2014年頃から段階的にタブレット・ICT導入 
 

• 2018年よりタブレット（Windows）の生徒1人1台配備を開始。 
 

【ポイント】 
 

• 活用主体を「生徒」にした導入初期計画。 
 

• eラーニング（オンライン英会話、補習・反転授業）の活用。 
 

• eポートフォリオ、学習支援プラットフォーム 
 を活用した進路指導。 
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5.導入事例（跡見学園） 

【導入状況】 
 

• セルラーモデル（KDDI）導入。 
 

• 2019年よりタブレット（iPad）の生徒1人1台配備を開始。 
 

【ポイント】 
 

• 保守対応を業者に委託し、教職員の負担軽減。 

故障発生 

学校 保守業者 

連絡 

修理 

専用代替機 
ストック 

（導入台数の2％） 
キッティング済 

代替機 

SIM差替後 
そのまま利用 故障機 

修理依頼 

Apple 

修理完了 



6.セキュリティ・使用ルール 
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• Windows 10、iOS、Chromebook、には専用アプリ（MDM）が存在。 

 ⇒各種ストアアプリの制限、カメラやネット接続禁止など、 

  個別に設定可能。 

• 有料アプリは設定できる項目が多く、カスタマイズできる。 

• OSごとに対応有無が異なるので注意。 

セキュリティの基本的な考え方 

• 教員の情報セキュリティ意識をまずは高める。 
• 「システムによる制御」と「教育による啓発」の両輪を回す。 

システムによる制御について 



6.セキュリティ・使用ルール 
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● 端末情報管理：タブレット端末を登録し、取得したタブレット端末のハードウェア情報を管理サイト上で管理します。 

● 位置情報取得：タブレット端末紛失時などに、タブレット端末の現在位置（最後に認識した位置）を地図上で確認します。 

● アプリケーション制御：アプリケーションの起動禁止などを制御します。 

● アプリケーション配信：タブレット端末に対して、アプリケーションを一括配信します。 

● Webフィルタリング（オプション）：ホワイトリスト、ブラックリストによるWebフィルタリングを設定します。 

● パスワードポリシー設定：パスワードの長さや複雑さ、解除失敗時の動作など、パスワードに関する設定を管理します。 

● リモートロック：管理サイト上からタブレット端末をロックし、端末の操作を制限します。 

● リモートワイプ：管理サイト上からタブレット端末内のデータを初期化し、第三者に見られないようにします。 

● 外部記憶制御：SDカード、USBデバイスなどの利用を制限します。 

端末管理 

運用管理 

セキュリティ管理 

MDM管理 有料アプリの一例 



6.セキュリティ・使用ルール 
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使用ルール他校事例:香蘭女学校 

• ICT委員会を生徒も担当。月一回、ICT機器やアプリの使い方やルールを
資料にまとめて全校生徒へ配信。 

 

• 年に一回、委員会主催のICT使用ルールの研修会を全校生徒に実施。 
 

• 教職員が作成したICTの使用ルールなどをまとめたハンドブックについて
も、定期的に委員会メンバー含めて見直しを実施。 

先進校の考え方 
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7.まとめ 
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7.まとめ 

【ご質問・ご相談】 
  
新教育推進室 岡田までお気軽にお問い合わせください。 
  
i.okada@core-net.net  TEL：045-914-3005 

mailto:i.okada@core-net.net
mailto:i.okada@core-net.net
mailto:i.okada@core-net.net

